
発声障害，構音障害，咽頭反射異常，随意的咳異常，嚥下後咳嗽，嚥下後呼吸音変化 
のうち2つ以上陽性で誤嚥ハイリスクと定義，48時間後と7-9日後に評価 
 
前頭弁蓋部＋島皮質病変が遷延性誤嚥ハイリスクに独立して関連（オッズ比 33.8）	


